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問題などを軸に日豪関係の摩擦を論じている o そして 1920年代の「文明国標準」的国際協調は、やがて日本国内で民
族主義的・大衆的ナショナリズムが高まってくるにつれて後退していくと展望する。
論文審査の結果の要旨
本論文は、 1920年代の日本の対外政策について、独自の観点から、従来と異なる見方を提起している。この点は大
いに評価に価する。筆者の説く「文明国標準」的外交政策というテーゼが、本論文で論じている南洋群島問題や対中
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借款団問題などの対象を越えて、どこまで妥当性をもつかはきわめて興味深いところである。今後、学界での議論を
大いに喚起するに相違な L 、。
方法的にも、本論文は自覚的なスタンスをとっている。最近の帝国史研究が社会史や文化研究の方法によって大い
に視野を拡大したことを認めつつも、筆者はそれが植民地支配の構造にすべてを帰着する、一種の陰謀史観に陥って
いると考える O そこで、本論文では、旧来の政治外交史と社会史を結合することを試み、「文明国標準」という時代
の雰囲気から外交を解き明かそうとする野心的な視角を設定するのである。
また日豪関係史など、従来手薄な研究分野に鍬を入れたことも、本論文の大きな功績と見るべき点であるO
他方で、「文明国標準」という概念がなお十分煮詰まっていない憾みはある。その内容が暖昧で、分析道具として
は幅広すぎるのではないか、という疑問もあろう。しかし、そのことはむしろ今後の議論を刺激する種となるもので
あり、決して欠点、問題点などと否定的にとらえるべきではあるま L 、。
したがって、本論文は、多くの点で現在の学界動向に十分貢献しうる水準にあり、本審査委員会は、本論文を博士
(文学)の学位を授与するに十分な価値を有するものと認めるものである O
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